
議案第２２号  

 

   秦野市消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部 

を改正することについて 

 

 秦野市消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部を別紙のと

おり改正するものとする。 

 

  令和３年２月２６日提出 

 

秦野市長 高 橋 昌 和  

 

 

提案理由 

消防団員の処遇を改善することにより、消防団員の入団を促進するとともに、 

その継続的な活動の維持を図ることを目的として、報酬及び費用弁償の額を引

き上げるため、改正するものであります。 
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秦野市条例第  号  

 

   秦野市消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部 

を改正する条例 

 

 秦野市消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例（昭和４１年秦野

市条例第４号）の一部を次のように改正する。 

第１２条第１項を次のように改める。 

  消防団員には、別表第１に定める報酬を支給する。 

第１３条第１項中「従事した場合においては、費用弁償として１回につき 

２，６００円」を「従事したときは、費用弁償として別表第２に定める出動手

当」に改め、同条第２項中「その出張について」を削り、「別表」を「別表第

３」に改める。 

別表を別表第３とし、附則の次に次の２表を加える。 

別表第１（第１２条関係） 

区分 報酬額（年額） 

団長 １３０，５００円 

副団長 ９９，５００円 

分団長 ７２，０００円 

副分団長 ５８，０００円 

部長 ５２，５００円 

班長 ４３，５００円 

団員 ４２，５００円 

機関員 １１，５００円 

別表第２（第１３条関係） 

区分 出動手当額（１回につき） 

水火災その他の災害 ２，７００円 

警戒、訓練等 ２，６００円 

 

附 則 

（施行期日） 

１ この条例は、令和３年４月１日（次項において「施行日」という。）から 
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施行する。 

（適用区分） 

２ この条例による改正後の秦野市消防団員の定員、任免、給与、服務等に関

する条例第１３条第１項の規定は、施行日以後に出動した職務の出動手当に

ついて適用し、施行日前に出動した職務の出動手当については、なお従前の

例による。 
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議案第２２号 秦野市消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部を改正する条例案新旧対照表 

新 旧 

（報酬） （報酬） 

第１２条 消防団員には、別表第１に定める報酬を支給する。 第１２条 消防団員には、次により報酬を支給する。 

 団長   年額 １２４，５００円 

 副団長  年額  ９３，５００円 

 分団長  年額  ６６，０００円 

 副分団長 年額  ５２，０００円 

 部長   年額  ４６，５００円 

 班長   年額  ３７，５００円 

 団員   年額  ３６，５００円 

 機関員  年額  １１，５００円 

２－５ （略） ２－５ （略） 

（費用弁償） （費用弁償） 

第１３条 消防団員が水火災、警戒、訓練等の職務に従事したと

きは、費用弁償として別表第２に定める出動手当を支給する。 

第１３条 消防団員が水火災、警戒、訓練等の職務に従事した場

合においては、費用弁償として 1 回につき２，６００円を支給

する。 

２ 消防団員が公務のために出張したときは、費用弁償として別

表第３に定める旅費を支給する。 

２ 消防団員が公務のために出張したときは、その出張について

費用弁償として別表に定める旅費を支給する。 

３ （略） ３ （略） 
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別表第１（第１２条関係）  

区分 報酬額（年額） 

団長 １３０，５００円 

副団長 ９９，５００円 

分団長 ７２，０００円 

副分団長 ５８，０００円 

部長 ５２，５００円 

班長 ４３，５００円 

団員 ４２，５００円 

機関員 １１，５００円 
 

 

別表第２（第１３条関係）  

区分 出動手当額（１回につき） 

水火災その他の災害 ２，７００円 

警戒、訓練等 ２，６００円 
 

 

別表第３（第１３条関係） 別表（第１３条関係） 

（略） 
 

（略） 
 

  

  

附 則  

（施行期日）  

１ この条例は、令和３年４月１日（次項において「施行日」と  
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いう。）から施行する。 

（適用区分）  

２ この条例による改正後の秦野市消防団員の定員、任免、給

与、服務等に関する条例第１３条第１項の規定は、施行日以後

に出動した職務の出動手当について適用し、施行日前に出動し

た職務の出動手当については、なお従前の例による。 
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議案第２２号資料  

 

   秦野市消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部 

を改正することについて 

 

１ 条例改正の背景 

消防団員数は全国的に減少傾向が続いており、本市におきましても、令和

２年４月１日現在、条例定数４１６人のところ実員３７６人となっており、

４０人不足しております。 

近年、全国で多発する地震、台風、集中豪雨、大規模火災等の発生時に、

地域の安全・安心を守るために最も身近な存在である消防団は、極めて重要

であり、地域防災力の低下を防ぐためにも、消防団員数の減少に歯止めをか

ける必要があります。 

そのため、消防団員の処遇を改善することにより、消防団員の入団を促進

するとともに、その継続的な活動の維持を図ることを目的として、報酬及び

費用弁償の額を引き上げるため、改正するものです。 

 

２ 条例改正の概要 

 (1) 報酬 

団長から団員までの報酬額を一律６，０００円引き上げます。 

階 級 現行報酬額  改正報酬額 引上額 引上率 

団  長 124,500 円  130,500 円 

6,000 円 

4.8% 

副 団 長 93,500 円  99,500 円 6.4% 

分 団 長 66,000 円  72,000 円 9.1% 

副分団長 52,000 円 
 

58,000 円 11.5% 

部  長 46,500 円 52,500 円 12.9% 

班  長 37,500 円  43,500 円 16.0% 

団  員 36,500 円  42,500 円 16.4% 

機 関 員 11,500 円  11,500 円     
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 (2) 費用弁償 

災害時の出動手当額を１００円引き上げ、２，７００円とします。 

（現行） 

区分 出動手当額（１回につき） 

水火災その他の災害 ２，６００円 

警戒、訓練等 ２，６００円 

 

 

（改正） 

区分 出動手当額（１回につき） 

水火災その他の災害 ２，７００円 

警戒、訓練等 ２，６００円 

 

３ 施行日 

令和３年４月１日 


